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Cherenkov Telescope Array（CTA）は、北・南半球のそれぞれに設置される次世代超高エネルギーガンマ線望
遠鏡群である。CTAは現行の望遠鏡よりも空間分解能が向上するため、より詳細なイメージ解析と空間分解した
スペクトル解析を可能にする。そのため、特に超新星残骸やパルサー星雲、銀河面上の混みいった領域の広がっ
たガンマ線放射の詳細な分析に大きく貢献することが期待できる。CTAでは、multiplicity（1つのシャワーイベ
ントに対してトリガーがかかる望遠鏡の数）の要求値を増やすことで、有効面積を減らす代わりに角度分解能を
上げることができる。本研究では数 TeV以上で 2分角を切るようなmultiplicityを用いて、かに星雲を観測する
シミュレーションを行った。かに星雲は十分に明るい天体であり、有効面積が減少しても十分な光子数が得られ
る。また、来夏に 1台目の望遠鏡が稼働を始める北サイトから観測しやすい天体でもある。シミュレーションの
結果、 H.E.S.S. で近年検出された TeVガンマ線放射領域の広がりをより正確に測定できる可能性が高いことが
判明した。さらに、TeVガンマ線の輝度分布がX線と同じと仮定したモデルでは、輝度中心とパルサーの位置と
のずれを検出できる可能性があることもわかった。その一方で、ジェット方向とトーラス方向の広がりの違いは
有意に検出することができなかった。現在、ガンマ線到来方向の再構成アルゴリズムが改良される目処が立って
おり、本研究と同様にmultiplicityの要求値を増やすことで空間分解能のさらなる向上が期待される。


